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摘要 

〇局所スケールモデルによってエゾシカの個体数を推定した結果、資源管理モデル地域

（厚岸町）の個体数は、2013 年度をピークに減少傾向を示したものの、2019 年度以降

は横ばい傾向であることが示唆された。 

〇局所スケールモデルによって推定した個体数を活用し、目標捕獲数を簡便に試算可能

な「エゾシカ目標捕獲数試算シート」を作成した。 

〇2024 年度の JA 釧路太田における牧草、デントコーン、牧草ロールの被害数量はいずれ

も 2023 年度に比べて低下した。被害意識調査では、依然として高い被害水準であるも

のの、被害意識としては高止まり、若しくは低下傾向であることが示唆された。 

〇被害意識の調査結果は、被害数量の動向と概ね一致しており、意識調査によって被害の

動向を定性的に把握することの重要性が示唆された。 

〇「柵のみ」及び「捕獲＋柵」の対策を実施している農家は、「対策なし」及び「捕獲の

み」と回答した農家に比べて、被害が「減った」と回答した件数が多かった。 

〇自動撮影調査の結果、2024 年度の撮影頻度は、これまで最も高い値だった 2023 年度に

比べて減少したものの、2013～2015 年度に比べると依然として高い水準であった。 

 

１．はじめに 

 エゾシカの資源管理を実現するためには、利害関係者の参画と合意形成を基礎とした地

域単位での管理が必須となる。北海道エゾシカ管理計画（第 6 期）では、効率的な資源管理

体制の構築に向けた検討を行うために、道内の一部地域をモデル地域（以下、資源管理モデ

ル地域）として設定し、地域内の生息状況把握や捕獲目標の設定、捕獲対策の実施、効果的

な原料調達・加工・流通の検討など様々な取組を行うこととしている。北海道立総合研究機

構エネルギー・環境・地質研究所（以下、エネ環地研）は、このような資源管理の具体化に

向けた取組を支援するため、資源管理モデル地域におけるエゾシカ関連データを収集・解析

し、効果的な対策を提案するとともに、対策の有効性を評価する予定である。 
町有地や道有林、国有林において独自の捕獲対策が実施されていること、エネ環地研が過

去に実施した生息状況調査データの蓄積があることなどから、資源管理モデル地域として

釧路総合振興局管内の厚岸町が選定された。ここでは厚岸町における令和 6 年度のエゾシ

カ関連データの解析結果及び取組検討会議の概要等を報告する。 
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２．厚岸町におけるエゾシカ関連データの解析 

（１）個体数の推定と目標捕獲数試算シートの作成 

厚岸町における捕獲適地の選定や目標捕獲数の提案を行うため、局所スケールのハーベ

ストベースドモデル（局所スケールモデル）を利用し、釧路総合振興局管内のエゾシカ個体

数を振興局スケール、市町村スケール（付表 1）、5km メッシュスケールでそれぞれ推定し

た（Ueno et al. 2022）。解析には、1994～2022 年度における①エゾシカの捕獲数、②狩猟

報告によるエゾシカの目撃数と努力量、③ライトセンサスによるエゾシカの観察頭数と走

行距離、④ライントランセクト法（ディスタンスサンプリング）によるエゾシカの観察頭数、

観察個体までの距離及び走行距離（Uno et al. 2017；Inatomi et al. 2022）を釧路総合振興

局管内の 5km メッシュ（合計 259 メッシュ）ごとに整理したデータを使用した。 
釧路総合振興局における 2022 年度の個体数は 18.9 万頭（17.1～21.0 万頭）で、2011 年

度をピークに減少傾向を示したものの、2015 年度以降再び増加に転じていることが示唆さ

れた（図 1）。また、厚岸町における 2022 年度の個体数は 2.5 万頭（2.1～2.9 万頭）で、

2013 年度をピークに減少傾向を示したものの、2019 年度以降は横ばい傾向であることが

示唆された（図 2）。 
1994～2022 年度までのデータを利用した推定結果と 2021 年度までのデータ、2020 年度

までのデータを利用した推定結果と比べると、釧路総合振興局では 2 年連続で上方修正さ

れており、2020 年度の個体数が 16.4 万頭から 17.8 万頭、さらには 18.4 万頭に上方修正さ

れた（図 1）。厚岸町では、2020 年度までのデータから 2021 年度までのデータで大きく上

方修正されたものの、2021 年度までのデータと 2022 年度までのデータで顕著な修正は確

認できなかった（図 2）。 
局所スケールモデルによって推定した個体数を活用し、市町村等の鳥獣対策担当者が目

標捕獲数を簡便に試算可能な「エゾシカ目標捕獲数試算シート」を作成した。このシートは、

推定個体数とこれまでの捕獲実績を記載する「データ入力シート（付図 1）」、今後の捕獲シ

ナリオ（許可捕獲・狩猟別の捕獲数とメス捕獲割合）を入力し、シナリオ別の予測個体数を

図示する「目標設定・結果出力シート（付図 2）」、入力した情報に基づき予測個体数を計算

する「計算シート（付図 3）」で構成される。例えば厚岸町の場合、2023 年度の捕獲実績の

ままであれば個体数は増加し（シナリオ 1）、許可捕獲の捕獲数とメス捕獲割合をそれぞれ

600 頭、10%程度引き上げなければ、大発生水準以下まで個体数を減少させることは困難

（シナリオ 4）という予測になった（付図 2）。 
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図 1  局所スケールモデル（Ueno et al. 2022）によって推定した釧路総合振興局管内の

エゾシカ個体数の動向 

 

 
図 2  局所スケールモデル（Ueno et al. 2022）によって推定した厚岸町のエゾシカ個体

数及びメスジカ捕獲数の動向 

 

（２）農業被害の動向 

厚岸町では、釧路太田農業協同組合（以下、JA 釧路太田）が農家からの聞き取り調査を

毎年行い、野生鳥獣による農業被害を算出している。これまで JA 釧路太田が利用していた

調査票は、被害が発生した鳥獣について作物別の被害面積や数量を算出できる様式になっ

ていたものの、農家の被害意識や対策実施の有無、被害未発生の野生鳥獣に関する情報は得

られなかった。そこで、2023 年度から農家の被害意識を捉え、対策の効果検証や新しい対

策の発掘・普及につなげるとともに、被害の発生していない野生鳥獣に関する情報を得るこ
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とが可能となる調査票を新たに作成し、農家への聞き取りを試行した。2024 年度の調査は、

農家が営農計画相談のために JA 釧路太田を訪れる機会等を利用して、2025 年 1 月 20 日

～2 月 17 日の期間に実施（うち 1 月 20 日～22 日はエネ環地研職員が直接聞き取り）した。

調査では、2023 年度に作成した様式を一部改訂した様式（付図 4）を使用し、65 件の農家

から回答を得た。 
2024 年度に被害面積が最も大きかったのは二番草、次いで一番草だった（表 1）。また、

2023 年度に引き続き牧草ロールや飼料、バンカーサイロ、牧草、スタックサイロへの被害

も発生していることが明らかとなった（表 1）。エゾシカによる被害があると回答したもの

の、牧草や飼料などの食害を定量的に把握するのは難しいため、被害面積や数量を不明とし

た回答も複数件あった。牧草、デントコーン、牧草ロールの被害面積・数量はいずれも 2023
年度に比べて低下した（図 3）。 
 被害に対する意識を聞き取りした結果、エゾシカによる被害を「大きい」と回答した農家

の割合が最も多く（36.9%）、次いで「深刻」（30.8%）、「軽微」（27.7%）、「なし」（3.1%）

の順となった（表 2）。この傾向は、2023 年度と同様であったが、2023 年度に比べると、

「深刻」の割合が減少し、「軽微」の割合が増加した（表 2）。また、昨年の被害との比較に

関して聞き取りした結果、「変化なし」と回答した割合が最も多く（60.0%）、次いで「増え

た」（21.5%）、「減った」（13.8%）の順となった（表 3）。この傾向は、2023 年度と同様で

あったが、2023 年度に比べると、「増えた」の割合が減少し、「変化なし」の割合が増加し

た（表 3）。これらのことから JA 釧路太田における被害は、依然として高い水準であるも

のの、被害意識としては高止まり、若しくは低下傾向であることが示唆された。このような

被害の低下傾向は、被害面積・数量の動向（図 3）とも概ね一致しており、意識調査によっ

て被害の動向を定性的に把握することの重要性が示唆された。 
 被害対策の方法別の被害の増減を表 4 に示す。対策の方法を「柵のみ」及び「捕獲＋柵」

と回答した農家は、「対策なし」及び「捕獲のみ」と回答した農家に比べて、被害が「減っ

た」と回答した件数が多かったことから、柵による被害対策は、捕獲による対策よりも被害

低減の効果を実感しやすいことが示唆された。一方、柵の設置をしていても「変化なし」や

「増えた」と回答した割合も半数以上を占めるため、今後も柵の管理も含めた対策の強化が

必要だと考えられた。また、捕獲に関する聞き取りでは、エゾシカの捕獲を農家が他者（捕

獲者）に任せている事例が多く、いつ、どこで、何頭を捕獲しているのか把握していること

はほとんどなかった。農家と捕獲者との間で情報共有を図り、農家が捕獲者を支援しやすい

環境を整えることで、捕獲効率が向上し、捕獲による被害低減の効果を実感しやすくなる可

能性がある。 
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表 1 2024 年度の JA 釧路太田における 

作物別被害面積・数量 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 3 2021～2024 年度の JA 釧路太田における牧草、デントコーン及び牧草ロールの被害動

向。2023 年度と 2024 年度の牧草被害面積は一番草と二番草の合計値を示す。 

 

表 2 被害の程度に関する質問の回答割合  表 3 被害の変化に関する質問の回答割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 対策の種類に対する回答別の被害の増減 
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減った 3.0% （1） 3.1% （1） 30.8% （8） 22.0% （9）

変化なし 60.6% （20） 59.4% （19） 46.2% （12） 48.8% （20）

増えた 27.3% （9） 37.5% （12） 15.4% （4） 24.4% （10）

不明 9.1% （3） 0.0% （0） 7.7% （2） 4.9% （2）

合計 100% （33） 100% （32） 100% （26） 100% （41）

2023年度と2024年度の合算値。（）内の数値は回答数

対策なし 捕獲のみ 柵のみ 捕獲 ＋ 柵

被害の程度

なし 6.0% （4） 3.1% （2）

軽微 14.9% （10） 27.7% （18）

大きい 38.8% （26） 36.9% （24）

深刻 34.3% （23） 30.8% （20）

不明 6.0% （4） 1.5% （1）

合計 100% （67） 100% （65）

（）内の数値は回答数

2023年度 2024年度 被害の増減

減った 14.9% （10） 13.8% （9）

変化なし 47.8% （32） 60.0% （39）

増えた 31.3% （21） 21.5% （14）

不明 6.0% （4） 4.6% （3）

合計 100% （67） 100% （65）

（）内の数値は回答数

2023年度 2024年度

被害作物 被害面積・数量

（一番草） 423.3ha、数量不明5件

（二番草） 464.7ha、数量不明5件

デントコーン 14.2ha、数量不明1件

牧草ロール 371個

飼料・配合飼料 150㎏、数量不明4件

バンカーサイロ 数量不明1件

スタックサイロ 数量不明1件

牧草
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（３）自動撮影調査によるエゾシカの生息状況評価 

過去にエネ環地研が実施した生息状況調査のデータ（以下、過去データ）と比較するため

に、自動撮影調査を厚岸町南東部の道有林釧路管理区で実施した。2022 年 6 月～2024 年

11 月に概ね 5km 程度の調査林道 6 か所に 6 台ずつ合計 36 台の自動撮影カメラ（LTL 
Acorn6210MC）を 300m 以上の間隔をあけて設置した（図 4）。2022～2024 年 7～9 月に

おけるカメラ稼働日数あたりのシカ撮影枚数（以下、撮影頻度）を算出し、2013～2015 年

7～9 月に同じ調査林道で実施した過去データと比較した。 
調査の結果、2024 年の平均撮影頻度は 0.38 枚/日となり、これまでで最も高い値だった

2023 年（0.42 枚/日）に比べて減少したものの、2013～2015 年に比べると依然として高い

水準であることが明らかとなった（図 5）。2023 年から 2024 年にかけて厚岸湖南側の調査

林道（元保護区、東梅、登喜岱、リルラン）の撮影頻度は低下した一方で、厚岸湖北側の調

査林道（糸魚沢 2、神居岩）では増加した（図 5）。 
 

 

図 4 道有林釧路管理区に設置した自動撮影カメラ（赤丸）と調査林道名 
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図 5 2013～2015、2022～2024 年 7～9 月の各調査林道における撮影頻度の推移。2013 年度

の東梅は調査未実施。 

 

３．資源管理モデル地域における取組検討会議の開催 

厚岸町のエゾシカ対策に関する関係機関の情報共有を図り、新たな取組を検討するため

に、「エゾシカ資源管理モデル地域における取組検討会議」を 2025 年 2 月 27 日に開催し

た。会議には、厚岸町、JA 釧路太田、北海道森林管理局根釧西部森林管理署、北海道釧路

総合振興局森林室、釧路総合振興局環境生活課、北海道環境生活部野生動物対策課、エネ環

地研が参加した。 
会議では、前年度の会議で提案されたメスジカ捕獲を優先した新たな捕獲事業（シカ特別

対策事業）を厚岸町が 1～3 月に実施し、他期間（約 60%）よりも高いメス捕獲割合（約

64%）でエゾシカを捕獲できたことが報告された。このほか各機関が実施したエゾシカ対策

の取組について報告されるとともに、エネ環地研から厚岸町の推定個体数、目標捕獲数試算

シート及び農業被害調査結果について情報提供した。また、道有林や国有林の銃猟禁止区域

内で銃猟による捕獲を実施するための仕組みづくりについて意見交換した。 
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参考 北海道エゾシカ管理計画（第 6 期）の抜粋 
１１ 資源管理の具体化に向けた取組 

東部地域で導入する資源管理の実現に向けては、個体数の削減のみではなく、持続的な原料供給、捕獲個体の効

率的な収集・運搬、長期的な視点に立った食肉処理施設の運営、食肉としての安全・安心・品質の確保、生息状況

や農林業被害の詳細なモニタリング、農林業被害防止対策の推進等をバランス良く行うことが求められる。 

こうした取組を進めるためには、利害関係者の参画と合意形成を基礎とした地域単位での管理が必須となるが、

本道のエゾシカ管理において、こうした地域管理が行われている事例はない。このため、道内の一部地域をモデル

地域として設定し、効率的な資源管理体制の構築に向けた検討を行う。 

 モデル地域においては、地元市町村、国関係機関、研究機関、農林業団体、狩猟者団体、食肉処理施設、研究機

関及び道の参画による実行管理組織を立ち上げ、必要な検討を行う。 

【モデル地域における検討事項（案）】 

・地域内における生息状況の把握 

・地域内生息数の推定 

・地域内捕獲目標（オス／メス別、狩猟／被害防止／個体数調整別）の設定 

・捕獲対策の実施 

・モニタリングと評価 

・捕獲体制の強化に向けた取組 

・効果的な原料調達・加工・流通の検討 

・その他の事項（地域産業との連携・環境教育等） 
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付表 1 釧路総合振興局管内市町村のエゾシカ推定個体数                               （単位：万頭） 

 

市町村 年度 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

中央値 4.2 4.7 4.9 4.9 4.8 4.5 4.1 3.7 3.5 3.3 3.3 3.3 3.2 3.2 3.3 3.5 3.5 3.5 3.4 3.3 3.3 3.0 3.0 3.1 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7

下限値 3.8 4.3 4.5 4.5 4.4 4.2 3.8 3.5 3.2 3.1 3.0 3.1 3.0 3.0 3.1 3.2 3.2 3.3 3.2 3.1 3.0 2.8 2.7 2.8 3.0 3.1 3.1 3.1 3.2

上限値 4.6 5.1 5.3 5.3 5.2 4.9 4.5 4.1 3.8 3.6 3.5 3.6 3.5 3.5 3.6 3.8 3.8 3.8 3.7 3.5 3.5 3.3 3.2 3.3 3.6 3.7 3.9 4.0 4.3

中央値 0.5 0.5 0.6 0.6 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.8 0.9 0.9 0.9 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.2 1.1 1.1

下限値 0.4 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7 0.8 0.8 0.8 0.9 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.8

上限値 0.6 0.6 0.7 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 1.3 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4

中央値 0.8 0.9 1.1 1.4 1.6 1.6 1.8 1.8 1.9 1.9 2.0 2.0 2.0 2.2 2.3 2.5 2.6 2.7 2.7 2.8 2.7 2.7 2.7 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

下限値 0.7 0.8 1.0 1.3 1.4 1.5 1.6 1.6 1.7 1.8 1.8 1.8 1.9 2.0 2.1 2.3 2.4 2.5 2.5 2.6 2.5 2.5 2.4 2.3 2.3 2.2 2.2 2.2 2.1

上限値 0.9 1.0 1.2 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.1 2.2 2.2 2.3 2.4 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.7 2.8 2.9 2.9

中央値 1.3 1.4 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.6 1.6 1.5 1.3 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.5 1.6 1.7 1.7 1.7

下限値 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.1 1.1 1.1 1.2 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4 1.3 1.2 1.0 1.1 1.2 1.3 1.3 1.3 1.4 1.5 1.4 1.3

上限値 1.5 1.6 1.7 1.6 1.7 1.6 1.5 1.4 1.4 1.4 1.5 1.6 1.6 1.6 1.7 1.7 1.7 1.6 1.5 1.3 1.3 1.5 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 1.9 2.0

中央値 1.9 2.1 2.0 1.8 1.8 1.7 1.7 1.6 1.5 1.4 1.5 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.4 1.5 1.5 1.4 1.4 1.3 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3

下限値 1.7 1.9 1.8 1.6 1.6 1.6 1.5 1.4 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.3 1.4 1.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1

上限値 2.1 2.3 2.2 2.0 2.0 1.9 1.8 1.7 1.6 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.5 1.6 1.7 1.6 1.5 1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.5 1.6

中央値 4.1 4.4 4.6 4.5 4.5 4.4 4.2 4.0 3.9 3.8 3.9 3.7 3.4 3.5 3.6 3.8 3.8 3.9 3.7 3.4 3.4 3.2 3.1 3.1 3.2 3.2 3.4 3.4 3.2

下限値 3.6 4.0 4.2 4.1 4.1 4.0 3.9 3.7 3.5 3.5 3.5 3.4 3.1 3.2 3.3 3.5 3.5 3.6 3.4 3.1 3.1 2.9 2.8 2.8 2.9 2.9 3.1 2.9 2.7

上限値 4.6 4.9 5.1 4.9 4.9 4.8 4.6 4.4 4.3 4.2 4.2 4.1 3.8 3.8 3.9 4.2 4.1 4.2 4.0 3.7 3.7 3.5 3.4 3.4 3.5 3.6 3.8 3.9 3.9

中央値 1.7 1.9 2.0 2.0 2.1 2.0 1.9 1.9 1.9 2.0 2.2 2.3 2.4 2.6 2.8 3.0 3.2 3.3 3.3 3.2 3.2 3.2 3.2 3.3 3.3 3.3 3.4 3.4 3.5

下限値 1.5 1.7 1.8 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7 1.8 1.8 2.0 2.1 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9 3.0 3.0 3.0 2.9 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

上限値 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3 2.2 2.1 2.1 2.1 2.2 2.4 2.5 2.6 2.8 3.0 3.2 3.4 3.6 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.6 3.6 3.7 3.7 3.9 4.1

中央値 0.5 0.6 0.7 0.9 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 1.0 1.0 1.2 1.6 1.7 1.8 1.7 1.8 1.9 1.9

下限値 0.5 0.5 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9 0.9 1.1 1.5 1.6 1.6 1.5 1.6 1.6 1.5

上限値 0.6 0.7 0.9 1.0 1.1 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.3 1.7 1.9 1.9 1.9 2.1 2.2 2.3

・Ueno et al. （2022）によるハーベストベースドモデルを利用して推定した値

・1994～2022年度までのデータを利用して推定した値であり、データが更新されると、過去に遡って推定値が修正されることに留意

標茶町

浜中町

※Ueno et al. (2022) Variation in the local sika deer density between three areas of Japan with diverse climate conditions. In Kaji K, Uno H, and Iijima H. (eds) Sika Deer – Life History Plasticity and
Management. Ecological Research Monographs. Springer, Tokyo, Japan. pp. 61–81.

釧路市

釧路町

厚岸町

鶴居村

弟子屈町

白糠町
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付図 1 エゾシカ目標捕獲数算出シートにおけるデータ入力シート 
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付図 2 エゾシカ目標捕獲数算出シートにおける目標設定・結果出力シート 
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付図 3 エゾシカ目標捕獲数算出シートにおける計算シートの一部 
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付図 4 鳥獣被害調査票の記載例（表面） 
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付図 4 鳥獣被害調査票の記載例（裏面） 

 


